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城後徳太郎　予算特別委員長 山田修司　予算特別副委員長
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予算特別委員会のあらまし

正副委員長のコメント

　議員全員で構成する予算特別委員会（委員長：城後徳太郎、副委員長：山田修司）を設置

し、新年度の各会計予算及び条例議案等について、３月14日から22日までの実質６日間

で審査を行いました。

　委員会では、新型コロナウイルス感染症対策、防災対策、庁舎整備、水洗化促進キャン

ペーン事業、放課後児童健全育成事業、動物園の魅力づくりに関することなど、多種多様

な面から活発な議論が交わされました。

　予算特別委員会における審査の結果については、委員長報告書にまとめ、３月25日の

本会議において全ての予算議案及び条例議案を可決しました。

　令和４年度における各会計の予算は以下のとおりで、一般会計予算の総額は599億円

となりました。

　予算特別委員会は新年

度予算の審査を行う大変

重要な委員会です。

　審査の中では、委員か

ら様々な発言があり、活

発な議論が行われ、合わ

せて76件の意見・要望が述べられました。

　新年度予算の審査として十分な議論を行

うことができたと考えております。

　また、新型コロナウイルスの感染対策を

講じての開催となりましたが、全委員・市当

局・議会事務局の協力もあり円滑に議事を

進めることができたと考えております。

　一般会計の予算規

模で当初予算599億

円、過去３番目の大型

予算であります。

　コロナ禍で限られ

た時間の中での審査

ではありましたが、二元代表制の一役

を担う市議会として、全委員でしっか

りと円滑に審査できました。

　これからも安心して住み続けられる

まちづくりを目指して取り組んでまい

ります。

令和４年度各会計予算の概要（１万円未満四捨五入）

599億0,000万円

143億3,535万円

133億5,875万円

21億2,640万円

9億1,788万円

※1　　42億3,720万円

※2　　72億8,254万円

国民健康保険

介護保険

後期高齢者医療

病院事業債管理

水道事業

公共下水道事業

※１ 収益的支出 25億2,043万円

　　 資本的支出 17億1,677万円

※２ 収益的支出 35億3,580万円

　　 資本的支出 37億4,674万円

一般会計

区     分 予  算  額 対前年度当初比

4.5%

△2.4%

△4.5%

△0.5%

△26.1%

3.1%

8.5%
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◆避難所の開設・運営

  市職員のみでは限界があるた

め、地域と連携しながら体制強

化を図ってほしい。また、コロナ

禍等における緊急的な対応につ

いても準備してほしい。

 

◆庁舎整備

　耐震不足の解消を急ぐ必要が

あり、事業を前倒ししても市民

サービスに影響が及ぶほどの財

政面への影響はないため、今後

の検討スケジュールを短縮して

ほしい。

  

  

  

  

  

  

  

  

  

◆観光基本計画の推進

　新たにコーディネーターが配

置されるため、推進に当たって

は、委託する業務内容等を十分

検討してほしい。また、新年度事

業で制作する観光ポータルサイ

トについても、委託内容や運営

方法などを再検討し、予算を有

効に活用してほしい。

  

◆高等教育機関等との連携

　学生と議員との意見交換会に

おいても本市のまちづくりに参

加したいという意見があり、行

政も若者の事業参加を望んでい

るため、積極的なアプローチを

図り、学術的研究支援を強化し

てほしい。

◆水洗化促進キャンペーン事業

　生活排水対策の啓発活動の強

化に加えて、浄化槽設置整備事

業費補助の上乗せ補助としての

浄化槽切替奨励金も新設するた

め、さらなる設置推進を図って

ほしい。

  

◆ふるさと寄付金・企業版ふる

　さと寄付金

　どちらも目標金額は常に高く

保ちつつ、必要に応じて他部署

との連携を強化しながら、これ

まで以上に事業効果を高めるよ

うに努力してほしい。

  

◆子ども家庭総合支援拠点事業

　虐待、不登校などの様々な子

供 の 課 題 に 対 し て 、ス ク ー ル

ソーシャルワーカー配置による

相談支援を合理的に進める観点

から、フローチャートなどで可

視化し、各関係機関が共通認識

の下で取り組んでほしい。

  

◆放課後児童健全育成事業

　安心して子育てできるまち大

牟田として胸を張れるよう、待

機児童ゼロに向けてしっかり取

り組んでほしい。また、新１年生

の待機児童の早急な解消に向け

て検討・対応を急いでほしい。

◆アウトリーチ支援員の配置

　複合化・複雑化した課題を抱

えながらも支援が届いていない

人に対して、時間をかけ信頼関

係をつくりながら伴走的な支援

を行う必要があるため、長期的

な視野を持って業務委託するよ

う配慮してほしい。

◆健康づくり活動における

　ウオーキング

　キャンペーン時の参加者増加

と保健センターの周知啓発の観

点から、他部局や各種イベント

と連携しながら、参加者が増加

するよう鋭意取り組んでほし

い。

◆事業所の可燃ごみの収集

　近隣都市と比較すると１回当

たりの収集量が突出しているこ

と、また、行財政改革の観点から

も、収集の上限見直しを調査・検

討してほしい。

◆新型コロナウイルス対策の

　事業者支援

　新型コロナウイルス感染症の

拡大から３年が経過する中で、

業種によって様々な影響が出て

いるため、国・県の支援事業に加

えて、本市の特徴に応じた支援

策を講じてほしい。

◆動物園の魅力づくり

　動物福祉に取り組む姿勢が評

価されている一方で動物の数が

減少するなど、リピーター確保

の面での課題があるため、動物

の特性や施設環境、教育の観点

等も踏まえつつ、動物の確保に

努力してほしい。


